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別紙４ 

健康・安全・食に関わる資質・能力 

 

○ 健康・安全・食に関する資質・能力を、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って整理すると、以下のようになると考え

られる。 

 

（知識・技能） 

様々な健康課題、自然災害や事件・事故等の危険性、健康・安全で安心な社会づくりの

意義を理解し、健康で安全な生活や健全な食生活を実現するために必要な知識や技能を身

に付けていること。 

 

（思考力・判断力・表現力等） 

  自らの健康や食、安全の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集し、健康で

安全な生活や健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行動

するために必要な力を身に付けていること。 

 

（学びに向かう力・人間性等） 

  健康や食、安全に関する様々な課題に関心を持ち、主体的に、自他の健康で安全な生活

や健全な食生活を実現しようとしたり、健康・安全で安心な社会づくりに貢献しようとし

たりする態度を身に付けていること。 

 



心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

 

【
小
学
校
・
体
育
】
 

・健
康
な
生
活

 
 
 
 
 
 
・
体
の
発
育
・
発
達

 
・心
の
健
康

 
・
け
が
の
防
止

 
・
病
気
の
予
防

 

【
中
学
校
・
保
健
体
育
】
 

 
 
・心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康

 
（性
に
関
す
る
指
導
を
含
む
）
 

 
 
・傷
害
の
防
止

  
 
 
 
・
健
康
と
環
境

 
 
 
・健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病
の
予
防

 

【 総 合 的 な 学 習 の 時 間 】  福 祉 ・ 健 康 な ど 横 断 的 ・ 総 合

的 な 課 題 を 解 決 す る 探 求 的 な 学 習  

身 近 な 生 活 や 個 人 生 活  

  に お け る 健 康 と の 関 わ り  

社 会 生 活 に お け る  

    健 康 と の 関 わ り  

【 道 徳 】  心 身 の 健 康 の 増 進 を 図 ろ う と す る 心 の 育 成  

生
活

 
 

理
科

 
 

技
術

 
・
家
庭

 
 
等

 
 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
教
育
課
程
を
編
成

 

【幼
児
教
育
】 

・
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成

 
 
・
病
気
の
予
防

 
 
・
危
険
を
避
け
る
能
力
の
育
成

 

【小
学
校
・特
別
活
動
】 

・基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成

 
・心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活

 
 

 
態
度
の
形
成

 

【中
学
校
・特
別
活
動
】 

・心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活

  
 

  
態
度
や
習
慣
の
形
成

 
・性
的
な
発
達
へ
の
適
応

 

【高
等
学
校
・特
別
活
動
】 

・心
身
と
も
に
健
康
で
健
全
な
生
活

 
  
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立

 

【高
等
学
校
・
保
健
体
育
】 

・現
代
社
会
と
健
康
（健
康
の
考
え
方
、
健
康

 

 の
保
持
増
進
と
疾
病
の
予
防
、
精
神
の
健
康
）
 

・生
涯
を
通
じ
る
健
康

 
 
・
社
会
生
活
と
健
康

 

個
 

別
 

指
 

導
  



防
災
を
含
む
安
全
に
関
す
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

 

【
生
活
科
】
 

安
全
に
気
を
付
け
て
生
活
す
る
≪
安
≫

 

 【 総 合 的 な 学 習 の 時 間 】  地 域 の 実 情 に 応 じ た 、 防 災 ・ 安 全 に 関 す る  

            探 求 的 な 学 習  

≪
防
≫
・
・
・
防
災

 
 
≪
安
≫
・
・
・
防
災
を
含
む
安
全

 
 

身 近 な 社 会 と の 関 わ り  安 全 な 社 会 と の 関 わ り  

技
術

 
・
 

家
庭

 
 

図
画

工
作

 
 

美
術

 
 等
 

 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
教
育
課
程
を
編
成

 

 【 道 徳 】  生 命 を 尊 重 す る 心 の 育 成  

【
小
・
社
会
】
 

地
域
社
会
に
お
け
る
災
害
の
防

止
等
に
つ
い
て
調
べ
考
え
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
≪
安
≫

 

【
中
・
社
会
】
 

地
域
の
自
然
災
害
に
応
じ
た
防

災
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
考

察
 
 

 
 

 
 

 
≪
防
≫

 

【
中
・
理
科
】
 

災
害
等
の
原
因
と

な
る
現
象
の
理
解

 
 

 
 
 

 
 

 
≪
防
≫

 

【
小
・
体
育
】
 

・
自
己
の
危
険
予
測
と

 
 
回
避

 
・
け
が
の
防
止
と
手
当
の

 
 

 
 
理
解
≪
安
≫

 

【
高
・
理
科
】
 

地
学
的
な
概
念
や

法
則
性
の
理
解

 
 
 

 
 

 
 
≪
防
≫

 

【
高
・
保
健
体
育
】 

・
社
会
生
活
に
お
け
る

 
 
危
険
予
測
と
回
避

 
・
支
援
者
の
視
点
か
ら

の
傷
害
の
防
止
の
理
解

 
 
 

 
 

 
 

 
≪
安
≫

 

【
高
・
公
民
】
 

安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画

 
 
 
≪
防
≫

 

【
高
・
地
理
】
 

自
然
災
害
と

災
害
対
策
に

つ
い
て
考
察

 
 

 
 

 
≪
防
≫

 

【
小
・
理
科
】
 

災
害
に
関
す
る
基

礎
的
な
理
解

 
 
 

 
 

 
 
≪
防
≫

 

【
小
・
特
別
活
動
】 

自
ら
の
安
全
確
保
の
た
め

の
主
体
的
な
行
動
≪
安
≫

 

【
中
・
特
別
活
動
】 

支
援
者
と
し
て
の
視
点
を

含
め
た
主
体
的
な
行
動

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
≪
安
≫

 

 
【
高
・
特
別
活
動
】 

地
域
社
会
の
安
全
へ
の
貢

献
を
含
め
た
主
体
的
な
行

動
 
 

 
 

 
 

 
 
≪
安
≫

 
 主
体
的
な
行
動
に
必
要

な
力
を
育
む

 
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
必
要
な
力
を
育
む

 

自
然
現
象
等
に

 
つ
い
て
理
解
す
る

 

安
全
で
安
心
し
て
生
き

る
た
め
の
中
核
と
な
る

力
を
育
む

 

【
中
・
保
健
体
育
】 

・
自
他
の
危
険
予
測
と

 
 

 
回
避

 
・
傷
害
の
防
止
の
理
解

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
≪
安
≫

 

【
幼
児
教
育
】
 

危
険
な
場
所
、
危
険
な
遊
び
方
、
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕
方
が
わ
か
り
、
安
全
に
気
を
付
け
て
行
動
す
る
≪
安
≫

 



食
育
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ

 

教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
教
育
課
程
を
編
成

 

【中
・技
術
・家
庭
】
 

食
品
の
選
び
方
、
日
常

食
の
調
理
、
地
域
の
食

文
化
を
理
解

 

【
中
・
体
育
（
保
健
分
野
）
】 

年
齢
や
生
活
環
境

等
に
応
じ
た
食
事
の

必
要
性
を
理
解

 

【高
・保
健
体
育
】 

継
続
的
な
食
生
活
を

実
践
す
る
必
要
性
を

理
解

 

【中
・社
会
】 

農
業
な
ど
産
業
が
地
域
に

お
い
て
果
た
し
て
い
る
役

割
等
に
つ
い
て
考
察

 

身 近 な 生 活 や 個 人 生 活 に お け る 
             食 と の 関 わ り 

 社 会 生 活 に お け る 
         食 と の 関 わ り 

【高
・家
庭
】 

食
品
や
調
理
な
ど
の
基

礎
的
・基
本
的
な
知
識
と

技
能
を
習
得
し
、
生
涯
を

通
し
て
健
全
な
食
生
活

を
実
践

 

 【 道 徳 】 
  食 事 マ ナ ー な ど の 礼 儀 を 理 解  
  食 べ 物 を 大 切 に し 、 食 べ 物 を 作 っ た 人 へ の 感 謝 の 念 と 態 度 を 育 成  

【小
・家
庭
】
 

食
事
の
役
割
や
栄
養
を

考
え
た
食
事
、
調
理
の

基
礎
を
理
解

  

【
小
・
体
育
（
保
健
領
域
）】

 

１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
食
事
や

 
調
和
の
と
れ
た
食
事

の
必
要
性
を
理
解

 

 

【小
・生
活
】 

観
察
や
体
験
を
通
し
て
、

食
べ
物
へ
の
親
し
み
や
規

則
正
し
い
生
活
を
確
立

 

【小
・社
会
】
 

食
料
生
産
に
従
事
し
て
い

る
人
々
の
工
夫
や
努
力
に

つ
い
て
考
察

 

【 特 別 活 動 】 
 食 育 の 観 点 を 踏 ま え た 学 校 給 食  
 食 習 慣 の 形 成 、 心 身 と も に 健 康 で 安 全 な 生 活 態 度 を 育 成  

【高
・地
理
】 

食
料
問
題

に
つ
い
て

地
球
的
視

野
か
ら
と
ら

え
探
究

 

【高
・公
民
】 

食
料
問
題

に
つ
い
て

政
治
と
経

済
を
関
連

さ
せ
探
究

 

【幼
児
教
育
】 

 
食
育
を
通
じ
た
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成

 

国
語

 
 理
科

 
 
等

 

【 総 合 的 な 学 習 の 時 間 】 
 学 校 や 地 域 の 実 情 に 応 じ た 、 食 に 関 す る 探 究 的 な 学 習  



 

 

 

別紙５ 

キャリア教育に関わる資質・能力 

 

○ キャリア教育で育成をめざす「基礎的・汎用的能力」の４つの能力（「人間関係形成・

社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

を統合的に捉え、資質・能力の三つの柱に沿って整理すれば概ね以下のように考えること

ができる。 

ⅰ）知識・技能 

・学ぶこと･働くことの意義の理解 

・問題を発見･解決したり、多様な人々と考えを伝え合って合意形成を図ったり、自己の考

えを深めて表現したりするための方法に関する理解と、そのために必要な技能 

・自分自身の個性や適性等に関する理解と、自らの思考や感情を律するために必要な技能 

ⅱ）思考力・判断力・表現力等 

・問題を発見･解決したり、多様な人々と考えを伝え合って合意形成を図ったり、自己の考

えを深めて表現したりすることができる力 

・自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」をもとに、自分と社会との関係

を考え、主体的にキャリアを形成していくことができる力 

ⅲ）学びに向かう力・人間性等 

・キャリア形成の方向性と関連づけながら今後の成長のために学びに向かう力 

・問題を発見し、それを解決しようとする態度 

・自らの役割を果たしつつ、多様な人々と協働しながら、よりよい人生や社会を構築してい

こうとする態度 

 



キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
「
基
礎
的
･汎
用
的
能
力
」
と
資
質
･能
力
の
三
つ
の
柱
（
案
）

・
学
ぶ
こ
と
･働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解

・
問
題
を
発
見
･解
決
し
た
り
、
多
様
な
人
々
と
考
え
を
伝
え
合
っ
て
合
意
形
成
を
図
っ
た
り
、
自
己
の
考

え
を
深
め
て
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
方
法
に
関
す
る
理
解
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
能

・
自
分
自
身
の
個
性
や
適
正
等
に
関
す
る
理
解
と
、
自
ら
の
思
考
や
感
情
を
律
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能

・
問
題
を
発
見
･解
決
し
た
り
、
多
様
な
人
々
と
考
え
を
伝
え
合
っ
て
合
意
形
成
を
図
っ
た
り
、
自
己
の
考

え
を
深
め
て
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
力

・
自
分
が
「
で
き
る
こ
と
」
「
意
義
を
感
じ
る
こ
と
」
「
し
た
い
こ
と
」
を
も
と
に
、
自
分
と
社
会
と
の
関

係
を
考
え
、
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
力

・
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
方
向
性
と
関
連
づ
け
な
が
ら
今
後
の
成
長
の
た
め
に
学
び
に
向
か
う
力

・
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
人
生
や
社
会
を
構
築
し
て
い

こ
う
と
す
る
態
度

【
人
間
関
係
形
成
･社
会
形
成
能
力
】
多
様
な
他
者
の
考
え
や
立
場
を
理
解
し
、
相
手
の
意
見
を
聴
い
て
自
分
の
考
え
を
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
受
け
止
め
、
役
割
を
果
た
し
つ
つ
他
者
と
協
力
･協

働
し
て
社
会
に
参
画
し
、
今
後
の
社
会
を
積
極
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
力

【
自
己
理
解
･自
己
管
理
能
力
】
自
分
が
「
で
き
る
こ
と
」
「
意
義
を
感
じ
る
こ
と
」
「
し
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
、
社
会
と

の
相
互
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
今
後
の
自
分
自
身
の
可
能
性
を
含
め
た
肯
定
的
な
理
解
に
基
づ
き
主
体
的
に
行
動
す
る
と
同

時
に
、
自
ら
の
思
考
や
感
情
を
律
し
、
か
つ
、
今
後
の
成
長
の
た
め
に
進
ん
で
学
ぼ
う
と
す
る
力

【
課
題
対
応
能
力
】
仕
事
を
す
る
上
で
の
様
々
な
課
題
を
発
見
･分
析
し
、
適
切
な
計
画
を
立
て
て
そ
の
課
題
を
処
理
し
、
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
力

【
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
能
力
】
「
働
く
こ
と
」
の
意
義
を
理
解
し
、
自
ら
が
果
た
す
べ
き
様
々
な
立
場
や
役
割
と
の
関
連
を

踏
ま
え
て
「
働
く
こ
と
」
を
位
置
付
け
、
多
様
な
生
き
方
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
適
切
に
取
捨
選
択
･活
用
し
な
が
ら
、

自
ら
主
体
的
に
判
断
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
力

各
教
科
等
に
お
け
る
学
習
との
関
係
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
「論
点
整
理
」の
方
向
性
も
踏
ま
え
て
整
理

知
識
・
技
能

思
考
力
・
判

断
力
・
表
現

力
等

学
び
に
向
か

う
力
・
人
間

性
等

※
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
に
示
す
４
つ
の
能
力
を
統
合
的
に
捉
え
、
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
大
ま
か
に
整
理
し
た
も
の
。



 

 

別紙６ 

  特別支援教育の充実を図るための取組の方向性 

 

〈通常の学級（幼稚園等、小・中・高等学校）〉 

○ 小学校等の通常の学級においても、発達障害を含む障害のある児童生徒が在籍している

可能性があることを前提に、すべての教科等の授業において、資質・能力の育成を目指し、

一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう、障害種別の指導の

工夫のみならず、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の

意図、手立ての例を具体的に示すことが必要である。同様に、幼稚園等においても、日々

の幼稚園等の活動の中で考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、手立ての例を具体

的に示す。 

〈特別支援学級（小・中学校）〉 

○ 小・中学校等における特別支援学級については、小･中学校等の通常の学級、特別支援

学校小・中学部の教育課程との連続性を確保しつつ、各小・中学校等の特別支援学級に在

籍する児童生徒の障害の状態等を踏まえて教育課程を編成する必要がある。 

○ このため、小・中学校の各学習指導要領において、特別支援学級における教育課程編成

の基本的な考え方や、各教科の各学年の目標・内容の一部又は全部を当該学年の前各学年

のものに替える場合及び知的障害のある児童生徒のための各教科に替える場合等の留意

点などを具体的に示すことが必要である。 

〈通級による指導（小・中・高等学校）〉 

○ 小・中・高等学校における通級による指導について、その意義、教育課程の編成の基本

的な考え方、児童生徒の実態把握から指導目標や指導内容の設定、評価・改善までの手続

等について具体的に示す。 

○ 通級による指導の目標及び内容について、障害による学習上又は生活上の困難を主体的

に改善・克服するための指導であることをより明確にするとともに、通級による指導と各

教科等の授業における指導との連携が図られるよう、通級による指導と各教科等の指導と

の関係性を分かりやすく示す。 

○ 高等学校における通級による指導の平成３０年度からの制度化に当たり、その単位認定

の在り方については、生徒が高等学校の定める「個別の指導計画」に従って履修し、その

成果が個別に設定された目標からみて満足できると認められる場合には、当該高等学校の

単位を習得したことを認定しなければならないものとする。 

○ 生徒が通級による指導を２以上の年次にわたって履修したときは、各年次ごとに当該特

別の指導について履修した単位を修得したことを認定することを原則とするが、年度途中

から開始される場合など、特定の年度における授業時数が、１単位として計算する標準の

単位時間（３５単位時間）に満たなくとも、次年度以降に通級による指導の時間を設定し、

２以上の年次にわたる授業時数を合算して単位の認定を行うことも可能とする。また、単

位の修得の認定を学期の区分ごとに行うことも可能とする。 

○ 高等学校及びその設置者が、高等学校における通級による指導の実施に向けて円滑に準

備が進められるよう、校内体制及び関係機関との連携体制、各教科等の指導を行う教員と

の連携の在り方、通級による指導に関する指導内容や指導方法などの実践例を紹介するこ



 

 

とが必要である。 

〈個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成、活用〉 

○ 現在、特別支援学校に在籍する子供たちについて作成することとされている個別の教育

支援計画や個別の指導計画は、障害のある子供たち一人一人に対するきめ細かな指導や支

援を組織的・継続的に行うために重要な役割を担っており、その意義や位置付けをより明

確にする必要がある。 

○ 通級による指導を受ける児童生徒及び特別支援学級に在籍する児童生徒については、一

人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援が組織的・継続的に行われるよう、「個別の教

育支援計画」や「個別の指導計画」を全員作成することが適当である。その際、必要に応

じて、保護者や関係機関、教職員の共通理解の下、それらの計画を作成・活用し、就学先

や進学先まで活用できることが望ましい。 

○ また、通常の学級にも、発達障害の子供たちをはじめ、通級による指導を受けずに、障

害のある子供たちが在籍している場合があり、障害に応じた指導方法の工夫や保護者や関

係機関と連携した支援を行うために「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」が作成・

活用されてきている。こうした計画を効果的に活用することにより、指導や支援が組織

的・継続的に行われることが一層望まれる。 

○ 幼稚園等、小・中・高等学校において作成される個別の教育支援計画や個別の指導計画

の作成・活用の留意点（例えば、実態把握から評価・改善までのＰＤＣＡサイクルなど）

を示すことが必要である。その際、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以

下「障害者差別解消法」という。）障害者差別解消法に基づく合理的配慮やその他指導上

の配慮との関係性についても記述することが必要である。 

〈交流及び共同学習〉 

○ グローバル化など社会の急激な変化の中で、多様な人々が共に生きる社会の実現を目指

し、一人一人が、多様性を尊重し、協働して生活していくことができるよう、学校の教育

活動全体で、障害者理解や交流及び共同学習の一層の推進を図る。 

○ 具体的には、例えば、 

・保健体育科における共生の視点に立った関わり方 

・生活科における身近な人々との自分との関わり 

・音楽科、図画工作科、美術科や芸術科における感じ方や表現の、相違や共通性、よさな

どの気付きを通した自己理解や他者理解 

・道徳科における、正義、公正、差別や偏見のない社会の実現 

・特別活動におけるよりよい集団生活や社会の形成 

など、各教科等の見方･考え方と関連付けた、交流及び共同学習の事例を示す。 

〈特別支援教育の支援体制〉 

  ○ 学校全体として特別支援教育に取り組む体制を整備し、組織として十分に機能させ

るよう、特別支援教育コーディネーターを中心とする校内体制等の在り方について具

体的に示す必要がある。 



特
別
支
援
学
級

 
 
特
別
支
援
学
級
の
教
育
課
程
は
、
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
編
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
程
度
等
を
考
慮
の
上
、
特
に

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
可
能
。

 
 
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
場
合
は
、

。
特
別
の
教
育
課
程
を
編

成
す
る
場
合
も
、
学
校
教
育
法
に
定
め
る
小
・
中
学
校
の
目
的
及
び
目
標
を
達
成
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

［
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
の
記
述
例
］

 ※
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
に
も
同
様
の
記
述

 

 
・
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
自
立
活
動
」
を
取
り
入
れ
る

 
・
各
教
科
の
目
標
・
内
容
を
下
学
年
の
教
科
の
目
標
・
内
容
に
替
え
る

 
 
・
特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
の
各
教
科
に
替
え
る

 
な
ど

 

実
情
に
合
っ
た
教
育
課
程
の
編
成

 

      

各
教
科

 
道 徳 科 

特 別 活 動 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

自 立 活 動 

国 語 

社 会 

数 学 

理 科 

音 楽 

美 術 

保 健 体 育 
職 業 ・ 家 庭 

※ 外 国 語 

（
具
体
例
）

 
 
中
学
校

 知
的
障
害
特
別
支
援
学
級

 
    

 
 

 
 

各
教
科

 
道 徳 科 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

特 別 活 動 

自 立 活 動 

国 語 

社 会 

数 学 

音 楽 

美 術 
 （ 下 学 年 ） 

保 健 体 育 
技 術 ・ 家 庭 

外 国 語 

日 常 生 活 の 指 導 

作 業 学 習 

生 活 単 元 学 習 

教
科
等
別
の
指
導

 
教
科
等
を
合
わ
せ
て
指
導

 

 
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
、

 
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
を
参
考
に
、

 
教
育
課
程
を
編
成

 
 
↓

 
「
個
別
の
指
導
計
画
」
を
作
成
し
、
指
導

 

      

各
教
科

 
道 徳 科 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

特 別 活 動 

国 語 

社 会 

数 学 

理 科 

音 楽 

美 術 

保 健 体 育 

技 術 ・ 家 庭 

外 国 語 

特
別
支
援
学
校
中
学
部
（
知
的
障
害
）
の
教
育
課
程

 
中
学
校
の
教
育
課
程

 

※ 外 国 語 を 設 け

る こ と が で き る 

 特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
を
参
考

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
各
教
科
の
各
学

年
の
目
標
及
び
内
容
を
前
各
学
年
の
も
の
に
替
え
る
際
や

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
各
教
科
に
替
え
る

際
の
手
続
き
が
わ
か
り
に
く
く
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
状

態
等
に
応
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
、
な
ど
が
指
摘
。

 

課
題

 
 

 

■
 学

級
の
実
態
や
児
童
生
徒
の
障
害
の
状
態
等
を
踏
ま
え
た
、
実
情
に
合
っ
た
教
育
課
程
を
編
成

 
■

 小
・
中
学
校
と
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学
部
と
の
教
育
課
程
の
円
滑
な
接
続

 
  

 

・ ・  
 

 
 

 
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
。

 

改
善

の
方

向
性

 



障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
の
内
容

 
 
特
別
の
指
導
を
行
う
場
合
は
、

と
し
て
実
施
。

 

各
教
科

 
道 徳 科 

外 国 語 活 動 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 

特 別 活 動 

国 語 

社 会 

算 数 

理 科 

生 活 

音 楽 

図 画 工 作 

家 庭 

体 育 

障 害 に 応 じ た

特 別 の 指 導 

通
常
の
学
級
で
指
導

 
特
別
の
場
で
指
導
（
自
校

/他
校
）

 

 
一
人
一
人
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
、
特
別
支
援
学
校
学
習

 
指
導
要
領
「
自
立
活
動
」
を
参
考
に
、
指
導
目
標
及
び
具
体
的
な

 
指
導
内
容
を
設
定

 
       

 
 

 
 
↓

 
「
個
別
の
指
導
計
画
」
を
作
成
し
、
指
導
。

 

特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
「
自
立
活
動
」

 
目
標

 
 
個
々
の
児
童
生
徒
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的
に

改
善
・
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
養
い
、
も
っ
て
心
身
の
調
和

的
発
達
の
基
盤
を
培
う
。

 
内
容

 
1
.健

康
の
保
持
、

2
.心

理
的
な
安
定
、

3
.人

間
関
係
の
形
成
、

4
.環

境
の
把
握
、

5
.身

体
の
動
き
、

6
.ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼｮ
ﾝ
 

 
 
上
記
の

6
区
分
の
下
に

2
6
項
目
を
示
す

 

（
具
体
例
）
小
学
校
に
お
け
る
「
通
級
に
よ
る
指
導
」

 
 

 
 

 
 

 
対
象
児
童
の
障
害

 
言
語
発
達
の
遅
れ

 
 

 
 

 
 

 
1
.心

理
的
な
安
定
、

2
.人

間
関
係
の
形
成
、

 
 

 
 

 
 

 
4
.環

境
の
把
握
、

6
.ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼｮ
ﾝ
 

 
 

 
 

 
 
に
関
す
る
項
目
を
選
定

 

通
級
に
よ
る
指
導

 
 
小
・
中
学
校
の
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
、
通
常
の
学
級
で
各
教
科
等
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

に
つ
い
て
は
、
年
間

3
5
～

2
8
0
単
位
時
間
（

L
D
等
は
年
間

1
0
～

2
8
0
単
位
時
間
）
を
標
準

 

（
小
学
校
の
例
）

 

 通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
伴
っ

て
、
通
級
に
よ
る
指
導
に
携
わ
る
教
員
が
、
自
立
活
動
の

視
点
で
児
童
生
徒
の
実
態
を
捉
え
る
こ
と
や
、
自
立
活
動

の
目
標
、
指
導
内
容
の
設
定
な
ど
の
手
続
き
を
十
分
に
理

解
し
、
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
課
題
。

 

課
題

 
 

 
■

 
小
・
中
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
に
つ
い
て
の
意
義
、
基
本
的
な
考
え
方

 
■

 
通
級
に
よ
る
指
導
の
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
の

 
 

 
自
立
活
動
の
指
導
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
化

 
■

 
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
で
収
集
し
た
情
報
か
ら
、
指
導
目
標
・
内
容
の
設
定
、
評
価
・
改
善
ま
で
の
一
連
の
手
続
に
つ
い

 
 

 
て
の
ポ
イ
ン
ト

 

■
 
通
級
に
よ
る
指
導
と
各
教
科
等
の
授
業
、
生
徒
指
導
や
進
路
指
導
等
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
関
係
性

 
  
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
。

 

改
善

の
方

向
性

 

参 考 に 設 定 



       ■
 

の
配
慮
の
例
を
示
す
。

 

（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
）

 

  
：
体
育
科
に
お
け
る
ボ
ー
ル
運
動
の
指
導
、

 

 
 
理
科
等
に
お
け
る
観
察
・
実
験
の
指
導

 

 
：
国
語
科
に
お
け
る
音
読
の
指

 

 
 
導
、
音
楽
科
に
お
け
る
歌
唱
の
指
導

 

 
：
体
育
科
に
お
け
る
実
技
の
指
導
、

 

 
 
家
庭
科
に
お
け
る
実
習

 

 
：
国
語
科
に
お
け
る
書
き
取
り
、

 

 
 
算
数
科
に
お
け
る
筆
算
や
暗
算
の
指
導

 

 
：

 

 
 
話
し
て
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
メ
モ
や
絵
な
ど

 

 
 
を
付
加
す
る
指
導

 
 
な
ど

 

     

     ■
 学
習
過
程
で
考
え
ら
れ
る

ご
と
に
示
す
。

 

（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
な
ど
）

 

【
困
難
さ
の
例
】

 
※
教
科
等
の
特
性
に
応
じ
て
例
示

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 
 

な
ど

 

 
 
な
ど

 
 

 
 

 
 

 
 
≪
情
報
の
イ
メ
ー
ジ
化
≫

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
≪
情
報
入
力
≫

 

   
 
な
ど

 
≪
情
報
統
合
≫

 

 
 

  
 
な
ど

 
≪
情
報
処
理
≫

 

 
 

  
 
な
ど

 
≪
表
出
・
表
現
≫

 

 

こ
れ
ま
で
の
示
し
方

 

小
学
校
学
習
指
導
要
領

 
総
則

 
 
個
々
の
児
童
の
障
害
の
状
態
等
に
応
じ
た
指
導
内
容
や
指
導
方
法

の
工
夫
を
計
画
的
、
組
織
的
に
行
う
こ
と
。

 

改
善
の
方
向
性

 

小
学
校
学
習
指
導
要
領

 
総
則

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
各
教
科
等

 
■

 総
則
に
加
え
、

。
 

※
 
中
学
校
及
び
高
等
学
校
も
同
様
。

 
 

 
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
の
特
性
に
応
じ
た
、
困
難
さ
の
例
を
示
す
。

 



【
困
難
さ
の
状
態
や
指
導
上
の
工
夫
の
意
図
、
手
立
て
の
例
の
示
し
方
】

 
 

 
 

（
の
例
）

 

●
 

に
は
、
自
分
が
ど
こ
を
読
む
の
か
が
分
か
る
よ
う
、

 
 
教
科
書
の
文
を
指
等
で
押
さ
え
な
が
ら
読
む
よ
う
促
し
た
り
、
教
科
書
の
必
要
な
箇
所
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て
行
間

 
 
を
空
け
た
り
、
語
の
ま
と
ま
り
や
区
切
り
が
分
か
る
よ
う
に
分
か
ち
書
き
を
し
た
り
、
読
む
部
分
だ
け
が
見
え
る

 
 
自
助
具
（
ス
リ
ッ
ト
等
）
を
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 ●

 
に

 
 
は
、
児
童
が
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
る
よ
う
に
、
考
え
る
項
目
や
手
順
を
示
し
た
学
習
計
画
表
や

 
 
プ
リ
ン
ト
を
準
備
し
た
り
、
一
度
音
声
で
表
現
し
、
実
際
に
そ
の
場
面
を
演
じ
る
活
動
を
行
っ
た
上
で
書
か
せ
た

 
 
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 
 

●
 

に
は
、
児
童
が
身

 
 
近
に
考
え
ら
れ
る
教
材
（
例
え
ば
、
同
年
代
の
主
人
公
の
物
語
な
ど
）
を
活
用
し
、
文
章
に
表
れ
て
い
る
気
持
ち

 
 
や
そ
の
変
化
等
が
分
か
る
よ
う
、
行
動
の
描
写
や
会
話
文
に
含
ま
れ
て
い
る
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
語
句

 
 
等
に
気
付
か
せ
た
り
、
気
持
ち
の
移
り
変
わ
り
が
分
か
る
文
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
し
た
り
、
気
持
ち
の
変
化
を

 
 
図
や
矢
印
な
ど
で
視
覚
的
に
分
か
る
よ
う
に
示
し
て
か
ら
言
葉
で
表
現
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 
 

●
 

に
は
、
紙
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い
た
も
の

 
 
を
提
示
し
た
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
り
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
児
童
の
表
現
を
支
援
す
る
た
め
の
多
様
な
手

 
 
立
て
を
工
夫
し
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
や
表
す
こ
と
に
対
す
る
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を

 
 
す
る
。

 

■
 資
質
・
能
力
の
育
成
、
各
教
科
等
の
目
標
の
実
現
を
目
指
し
、

 
 

 児
童
生
徒
が
十
分
な
学
び
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

 
 

 学
び
の
過
程
で
考
え
ら
れ
る

に
対
す
る

＋
の
例
を
示
す
。

 
 
（
安
易
な
学
習
内
容
の
変
更
や
学
習
活
動
の
代
替
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
員
が
配
慮
の
意
図
を
持
つ
必
要
）

 



（
の
例
）

 
●

 
に
は
、

 
 
読
み
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
地
図
等
の
情
報
を
拡
大
し
た
り
、
見
る
範
囲
を
限
定
し
た
り
、
掲
載
さ
れ
て

 
 
い
る
情
報
を
精
選
し
て
、
視
点
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 

 
 

●
 

に
は
、
そ
の
社
会
的
事
象
等
の
意
味
を
理
解
し
や
す
く
す

 
 
る
た
め
、
社
会
の
動
き
と
身
近
な
生
活
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
特
別
活
動
な
ど
と
の

 
 
関
連
付
け
な
ど
を
通
じ
て
、
実
際
的
な
体
験
を
取
り
入
れ
、
学
習
の
順
序
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
安
心
し

 
 
て
学
習
で
き
る
よ
う
配
慮
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 ●

 
に
は
、
社
会
的

 
 
事
象
等
を
読
み
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
写
真
な
ど
の
資
料
や
発
問
を
工
夫
す
る
こ
と
、
ま
た
、

に
は
、
見
通
し
が
持
て
る
よ
う
事
実
を
短
冊
に
示
し
、

 
 
学
習
順
序
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

に
は
、
ヒ
ン
ト
が
記
入
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
な

 
 
ど
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
る
。

 



（
の
例
）

 
●

 
 

は
、
児
童
生
徒
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
生
徒
の
興
味
・
関

 
 
心
や
生
活
経
験
に
関
連
の
深
い
題
材
を
取
り
上
げ
て
、
既
習
の
言
葉
や
分
か
る
言
葉
に
置
き
換
え
る
な
ど
の
配
慮

 
 
を
す
る
。

 
 

 

●
 

、
児
童
生
徒
が
数
量
の
関
係

 
 
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
生
徒
の
経
験
に
基
づ
い
た
場
面
や
興
味
の
あ
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
解
決
に

 
 
必
要
な
情
報
に
注
目
で
き
る
よ
う
印
を
付
け
さ
せ
た
り
、
場
面
を
図
式
化
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
工
夫
を
行
う
。

 
 ●

 
、
空
間
に
お
け
る
直
線
や
平
面
の
位
置
関
係
を
イ

 
 
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
立
体
模
型
で
特
徴
の
あ
る
部
分
を
触
ら
せ
る
な
ど
し
な
が
ら
、
言
葉
で
そ
の
特
徴
を
説

 
 
明
し
た
り
、
見
取
図
や
投
影
図
と
見
比
べ
て
位
置
関
係
を
把
握
し
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
。

 
 

 
 

●
 

、
目
的
に
応
じ
た
グ
ラ
フ
の
表
し
方
が
あ
る
こ

 
 
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
は
同
じ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
縦
軸
の
幅
を
変
え
た
り
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ

 
 
ム
で
は
階
級
の
幅
を
変
え
た
り
す
る
な
ど
、
複
数
の
グ
ラ
フ
を
見
比
べ
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
表
し

 
 
方
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
を
す
る
。

 
 

 
 （

の
例
）

 
●

 
 

に
は
、
学
習
の
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
、
実

 
 
験
の
目
的
を
明
示
し
た
り
、
実
験
の
手
順
や
方
法
を
視
覚
的
に
表
し
た
プ
リ
ン
ト
等
を
掲
示
し
た
り
、
配
付
し

 
 
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。
ま
た
、
燃
焼
実
験
の
よ
う
に
危
険
を
伴
う
学
習
活
動
に
お
い
て
、
危
険
に
気

 
 
付
き
に
く
い
場
合
に
は
、
教
員
が
確
実
に
様
子
を
把
握
で
き
る
場
所
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮

 
 
を
す
る
。

 
 

 

●
 

 
に
は
、
変
化
に
着
目
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト

 
 
を
示
し
た
り
、
雲
の
変
化
を
短
時
間
に
ま
と
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 



（
の
例
）

 
●

 
に
は
、
そ
の
説
明
や
指
示
の
意

 
 
味
を
理
解
し
、
な
ぜ
危
険
な
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
体
験
的
な
事
前
学
習
を
行
う
な
ど
配
慮
を
す
る
。

 
 

 

●
 

は
、
大
切
に
扱
う
こ
と
の
意
義
や
他
者
の
思
い
を

 
 
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
場
面
に
即
し
て
、
児
童
の
生
活
経
験
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
具
体
的
に
教
え
る
よ
う
に

 
 
配
慮
を
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
 

は
、
造
形
的
な
特
徴
を
理
解
し
、
創
造
的
な
技
能
が
育
つ
よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
経
験
や
実
態
を
考
慮
し
て
、

 
 
特
徴
が
分
か
り
や
す
い
も
の
を
例
示
す
る
こ
と
や
、
多
様
な
材
料
や
用
具
を
用
意
し
た
り
、
種
類
や
数
を
絞
っ
た

 
 
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 
 

●
 

は
、
形
や
色
な
ど
に

 
 
対
す
る
気
付
き
や
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
自
分
や
他
の
人
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
言

 
 
葉
に
す
る
場
を
設
定
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
は
、

 
 
音
楽
的
な
特
徴
を
捉
え
や
す
く
で
き
る
よ
う
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
拍
を
打
っ
た
り
体
を
動
か
し
た
り
す
る

 
 
な
ど
し
て
、
音
楽
的
な
特
徴
を
視
覚
化
、
動
作
化
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。
な
お
、
動
作
化
す
る
際
は
、
決
め

 
 
ら
れ
た
動
き
の
パ
タ
ー
ン
を
習
得
す
る
よ
う
な
活
動
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

 
 

 

●
 

 
は
、
表
現
し
た
い
言
葉
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
形
容
詞
な
ど
の

 
 
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
し
、
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 



（
の
例
）

 
●

 は
、
実
物
を
準
備
し
て
、
作
品
と
し
て
表
現
す
る
前
に
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
で
特
徴
を
理
解
し
、
そ
の
中
か
ら

 
 
主
体
的
に
思
考
・
判
断
し
な
が
ら
選
択
し
て
表
現
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
、
外
国
語
と
日
本
語
の
音
声
（
音
韻
）
や
リ
ズ
ム
の
違
い
に
気
付
く

 
 
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
外
国
語
の
音
声
を
文
字
で
書
い
て
み
せ
る
、
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
記
号
や

 
 
色
線
で
示
す
、
教
員
等
が
手
拍
子
を
打
つ
、
音
の
強
弱
を
手
を
上
下
に
動
か
し
て
表
す
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 
ま
た
、
本
時
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
、
本
時
の
活
動
の
流
れ
を
黒
板
に
記
載
し
て
お
く
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 

●
 

、
外
国
語
の
文
字
を
提
示
す
る
際
は
、

 
 
字
体
を
そ
ろ
え
る
、
線
上
に
文
字
を
書
く
、
語
彙
・
表
現
な
ど
を
記
し
た
カ
ー
ド
な
ど
を
黒
板
に
貼
る
な
ど
、

 
 
児
童
が
見
や
す
い
位
置
や
順
序
な
ど
、
表
記
の
仕
方
や
貼
り
方
に
配
慮
す
る
。

 
 ●

 
英
語
の
単
語
に
は
、

に
必
ず
し
も
規
則
性
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
そ
れ

 
 

、
、
文
字
情
報
と
音
声
情
報
を
一
体
化
し
て
指
導
し
、
当
該
単
語
を

 
 
繰
り
返
し
見
た
り
発
音
し
た
り
す
る
機
会
を
十
分
に
確
保
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 ●

 
、
教
科
・
科
目
な
ど
の
枠
を
超
え
、
板
書
の

 
 
仕
方
に
規
則
性
を
も
た
せ
る
、
授
業
の
流
れ
に
統
一
感
を
も
た
せ
る
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
て
生
徒

 
 
が
ノ
ー
ト
に
書
く
情
報
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 



（
の
例
）

 
●

 
に
は
、
極
度
の
不
器
用
さ

 
 
や
動
き
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
苦
手
さ
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
動
き
を
細
分
化
し
て
指
導
し

 
 
た
り
、
適
切
に
動
き
を
補
助
し
な
が
ら
行
う
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 

●
 

に
は
、
活
動
の
見
通

 
 
し
が
持
て
な
か
っ
た
り
、
考
え
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
行
動
に
移
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

 
 
こ
と
か
ら
、
活
動
の
見
通
し
を
立
て
て
か
ら
活
動
さ
せ
た
り
、
勝
っ
た
時
や
負
け
た
時
の
表
現
の
仕
方
を
事
前

 
 
に
確
認
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
、
学
習
へ
の
意
欲
（
興
味
・
関
心
）
を
喚
起

 
 
す
る
よ
う
に
学
習
環
境
を
整
理
・
整
頓
す
る
こ
と
や
活
動
の
ル
ー
ル
や
手
順
を
視
覚
的
に
明
示
す
る
こ
と
、
見

 
 
る
、
触
る
な
ど
、
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
・
教
具
を
活
用
す
る
こ
と
、
こ
ま
め
に
努
力
を
認
め
る
声
か

 
 
け
を
す
る
こ
と
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
学
習
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
合
い
等
学
習
方
法
を
工
夫

 
 
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 ●

 
、
優
先
順
位
が
分
か
る
よ
う
に
、
活
動
の
区
切

 
 
り
を
短
く
設
け
て
同
時
に
行
う
事
項
を
減
ら
し
た
り
、
視
覚
的
な
補
助
（
指
示
事
項
や
留
意
す
べ
き
事
項
を
示

 
 
し
た
カ
ー
ド
等
）
を
用
い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 

 

●
 

 
、
手
元
に
集
中
し
て
安
全
に
作
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
，
個
別

 
 
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
や
作
業
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 ●

 
は
，
生
徒
が
考
え
や
す
い
よ
う
に
，
教
師
が

 
 

 
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
幾
つ
か
の
設
計
・
計
画
か
ら
生
徒
が
選
べ
る
よ
う
に
し
，
一
部
を
自
分
な
り
に
改
良
で

 
 
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
，
難
易
度
の
調
整
や
段
階
的
な
指
導
に
関
す
る
配
慮
す
る
。
ま
た
，

に
は
，
形
や
奥
行
き
な
ど
を
捉
え
や
す

 
 
く
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
を
用
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 



（
の
例
）

 
●

 
に
は
、
他
者
の
心
情
を
理
解

 
 
す
る
た
め
に
、
役
割
を
交
代
し
て
動
作
化
や
劇
化
し
た
指
導
を
取
り
入
れ
る
。

 
 

 

●
 

、
注
意
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
適
度
な
時
間
で
活
動
を
切

 
 
り
替
え
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。
ま
た
、
他
の
児
童
か
ら
も
許
容
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
あ
る
、
学

 
 
級
づ
く
り
に
も
配
慮
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
に
は
、
ど
こ
を
読
ん
で

 
 
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
、
読
ん
で
い
る
箇
所
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
表
示
や
反
転
表
示
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 ●

 
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
等
の
動
作
に
困
難
が
あ
る
場
合
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の

 
 
操
作
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
レ
バ
ー
操
作
型
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
入
力
手
段
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
な

 
 
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 

（
の
例
）

 
●

 
、
学
習
の
見
通
し
を
持

 
 
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
手
順
や
方
法
を
視
覚
的
に
明
示
し
た
り
、
全
体
の
流
れ
の
中
で
今
ど
こ
を

 
 
学
習
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
う
。

 
 ●

 
、
事
故
を
防
止
す
る
方
法
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
全
体
で
の

 
 
指
導
を
行
っ
た
上
で
、
個
別
に
指
導
を
行
っ
た
り
、
実
際
に
動
作
で
示
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
う
。

 



（
の
例
）

 
●

 
は
、
必
要
な
事
象

 
 
や
情
報
を
選
択
し
て
整
理
で
き
る
よ
う
に
、
着
目
す
る
点
や
調
べ
る
内
容
、
ま
と
め
る
手
順
や
調
べ
方
に
つ
い
て

 
 
具
体
的
に
提
示
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

 ●
 

は
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

 
 
も
っ
て
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
比
べ
る
視
点
の
焦
点
を
明
確
に
し
た
り
、
よ
り
具
体
化
し
て
提
示
し

 
 
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 

（
の
例
）

 
●

 
発
言
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
事
前
に

 
 
発
言
や
質
問
す
る
際
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
伝
え
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 ●

 
、
見
通
し
が
持

 
 
て
る
よ
う
、
各
活
動
や
学
校
行
事
の
ね
ら
い
や
活
動
の
内
容
、
行
動
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
視
覚
化
し
た
り
、

 
 

 
理
解
し
や
す
い
方
法
を
用
い
て
事
前
指
導
を
行
う
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 

の
例

 
●

 
、
様
々
な
活
動
や
遊
び
に
安
心
し
て
取
り
組
む

 
 
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
幼
児
が
容
易
に
取
り
組
め
る
遊
具
や
遊
び
で
、
よ
り
基
本
的
な
動
き
か
ら
徐
々
に
複

 
 
雑
な
動
き
を
体
験
で
き
る
よ
う
活
動
内
容
を
用
意
し
、
成
功
体
験
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
配
慮

 
 
を
す
る
。

 
 

 

●
 

、
自
ら

 
 
見
通
し
を
持
っ
て
安
心
し
て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
幼
児
が
理
解
で
き
る
情
報
（
具
体
物
、
写
真
、
絵
、
文

 
 
字
な
ど
）
を
用
い
た
り
、
教
師
や
仲
の
良
い
友
達
を
モ
デ
ル
に
し
て
行
動
を
促
し
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 ●

大
き
な

 
 
集
団
で
の
活
動
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
最
初
か
ら
全
て
の
時
間
に
参
加
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
少
し
の
時

 
 
間
か
ら
参
加
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
徐
々
に
時
間
を
延
ば
し
た
り
、
イ
ヤ
ー
マ
フ
な
ど
で
音
を
遮
断
し
て
活
動

 
 
に
参
加
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

 
 



 

 

別紙７ 

子供の日本語の能力に応じた支援の充実を図るための取組の方向性 

 

〈日本語の能力の把握と、指導の目標の明確化〉 

○ 各学校においては、外国人児童生徒等一人一人の日本語の能力を的確に把握し、日本語

を用いて、学校生活を営むとともに、学習に取り組むことができるようにするための指導

の目標を明確化し、教科等を超えて組織的・計画的に支援を充実させていくことが必要で

ある。 

○ このため、国は「DLA1」などの日本語の能力の測定手法の普及と、教員が取り組みや

すくなるような参考資料等の開発、測定手法に関する研修の充実が求められる。また、全

国各地域の大学や日本語教育機関等の関係機関のネットワーク形成を支援することによ

り、各学校における日本語の能力測定に関する支援体制を整備していくことも求められる。 

〈在籍学級（幼稚園等、小・中・高等学校、特別支援学校）〉 

○ 児童生徒の日本語の能力に応じて、在籍学級において指導する場合には、①授業におい

て使われている日本語や学習内容を認識できるようにするための支援、②学習したことを

構造化して理解・定着できるようにするための支援、③理解したことを適切に表現できる

ようにするための支援、④自ら学習を自律的に行うことができるようにするための支援、

⑤学習や生活に必要な心理的安定のための情意面の支援、といった側面からの支援が求め

られる。こうした支援の視点を学習指導要領において明確化し、児童生徒の能力を伸ばし

ていけるようにすることが必要である。幼稚園等においては、上記の視点を参考としつつ、

幼児期が日常生活に必要な言葉を獲得する時期であることや、遊びや生活の中で学ぶとい

う幼児教育の特質を踏まえて指導することが必要である。 

○ また、こうした支援の視点に基づく各学校の取組を支援するため、国は、具体的な支援

の方法や使用する教材の配慮、指導計画上の配慮等について、具体的に示すことが求めら

れる。 

〈通級による日本語指導（小・中学校、特別支援学校（小学部・中学部））〉 

○ 通級による指導の対象となる児童生徒については個別の指導計画を作成すること、通級

による指導を担当する教員と在籍学級の担任教員とが連携に努め、効果的な指導を行うこ

となどを示していくことが求められる。 

                                            

1 外国人児童生徒のためのＪＳＬ対話型アセスメントＤＬＡ（Dialogic Language Assessment for 

Japanese as a Second Language）（平成２６年１月文部科学省初等中等教育局国際教育課） 



 

 

○ 各学校の取組を支援するため、国は、新しい学習指導要領を踏まえた「JSLカリキュラ

ム2」の改訂に取り組むことが求められる。また、各学校の取組を支援するため具体的な

指導事例についても、「JSLカリキュラム」の一環として整備していくことも求められる。 

〈専門家も含めた指導体制の確保〉 

○ 外国人児童生徒等教育担当教員を中心としつつ、学校全体で取り組む体制を構築するこ

とが重要である。 

○ また、日本語教員の養成や多言語コミュニケーションの専門人材の養成を行っている地

域の大学や日本語教育機関等、外国人労働者を雇用する企業、日本語教育に携わる NPO、

地域の日本語教室で活動している地域日本語教育コーディネーター等の関係者とのネッ

トワーク形成支援も求められる。 

                                            

2 日本語を第二言語とする児童生徒に対し、日本語と教科の統合的指導を取り出しで行い、授業に参加で

きる力を育成することを目的として、文部科学省が開発したモデル・プログラム。 



小学校の標準授業時数について（イメージ）

〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

1学
年
2学
年
3学
年
4学
年
5学
年
6学
年

計

国語 306 315 245 245 175 175 1461

社会 - - 70 90 100 105 365

算数 136 175 175 175 175 175 1011

理科 - - 90 105 105 105 405

生活 102 105 - - - - 207

音楽 68 70 60 60 50 50 358

図画
工作

68 70 60 60 50 50 358

家庭 - - - - 60 55 115

体育 102 105 105 105 90 90 597

特別の
教科
である
道徳

34 35 35 35 35 35 209

特別
活動

34 35 35 35 35 35 209

総合的
な学習
の時間

- - 70 70 70 70 280

外国語
活動

- - 35 35 - - 70

外国語 - - - - 70 70 140

合計 850 910 980 1015 1015 1015 5785

1学
年
2学
年
3学
年
4学
年
5学
年
6学
年

計

国語 306 315 245 245 175 175 1461

社会 - - 70 90 100 105 365

算数 136 175 175 175 175 175 1011

理科 - - 90 105 105 105 405

生活 102 105 - - - - 207

音楽 68 70 60 60 50 50 358

図画
工作

68 70 60 60 50 50 358

家庭 - - - - 60 55 115

体育 102 105 105 105 90 90 597

道徳 34 35 35 35 35 35 209

特別
活動

34 35 35 35 35 35 209

総合的
な学習
の時間

- - 70 70 70 70 280

外国語
活動

- - - - 35 35 70

合計 850 910 945 980 980 980 5645

※ この表の授業時数の１単位時間は、45分とする。
※ 各教科の授業について、年間35単位時間を超える部分について、15分程度の短い時間を単位とするなど、
柔軟な時間割を編成して実施することができる。
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1学
年

2学
年

3学
年

計

国語 140 140 105 385

社会 105 105 140 350

数学 140 105 140 385

理科 105 140 140 385

音楽 45 35 35 115

美術 45 35 35 115

保健体育 105 105 105 315

技術・家庭 70 70 35 175

外国語 140 140 140 420

特別の教科
である道徳 35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

総合的な
学習の時間 50 70 70 190

合計 1015 1015 1015 3045

中学校の標準授業時数について（イメージ）

〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

1学
年

2学
年

3学
年

計

国語 140 140 105 385

社会 105 105 140 350

数学 140 105 140 385

理科 105 140 140 385

音楽 45 35 35 115

美術 45 35 35 115

保健体育 105 105 105 315

技術・家庭 70 70 35 175

外国語 140 140 140 420

道徳 35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

総合的な
学習の時間 50 70 70 190

合計 1015 1015 1015 3045

※ この表の授業時数の１単位時間は、50分とする。
※ 各教科の授業について、年間35単位時間を超える部分について、15分程度の短い時間を単位とするなど、
柔軟な時間割を編成して実施することができる。

別紙８－２※ 「特別の教科である道徳」への名称変更をのぞき、
教科等毎の名称や標準授業時数に変更はない。



高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数（イメージ）
〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

標準 必履修 標準 必履修教科 科 目 教科 科 目
科目 科目単位数 単位数

２単位まで減可現代の国語（仮称） ○ 国語総合 ○２ ４
２ ３言語文化（仮称） ○ 国語表現
４ ２国語 国語論理国語（仮称） 現代文Ａ
４ ４文学国語（仮称） 現代文Ｂ
４ ２国語表現（仮称） 古典Ａ
４ ４古典探究（仮称） 古典Ｂ

地理総合（仮称） ○ 世界史Ａ ○２ ２
３ ４地理探究（仮称） 世界史Ｂ
２ ○ ２地理 地理歴史総合（仮称） 日本史Ａ

日本史探究（仮称） 日本史Ｂ ○歴史 歴史３ ４
３ ２世界史探究（仮称） 地理Ａ

４地理Ｂ

｢現代社会｣又は公共（仮称） ○ 現代社会２ ２
｢倫理｣･｢政治･経公民 公民倫理（仮称） 倫理２ ２
済｣政治・経済（仮称） 政治・経済２ ２

２単位まで減可 ２単位まで減可数学Ⅰ ○ 数学Ⅰ ○３ ３
４ ４数学Ⅱ 数学Ⅱ
３ ５数学Ⅲ 数学Ⅲ

数学 数学２ ２数学Ａ 数学Ａ

２ ２数学Ｂ 数学Ｂ
２ ２数学Ｃ（仮称） 数学活用

２ ２科学と人間生活 科学と人間生活
「科学と人 「科学と人物理基礎 物理基礎２ ２
間生活」を 間生活」を物理 物理４ ４
含む２科目 含む２科目化学基礎 化学基礎２ ２
又は 又は化学 化学４ ４
基礎を付し 基礎を付し理科 理科生物基礎 生物基礎２ ２
た科目を３ た科目を３生物 生物４ ４
科目 科目地学基礎 地学基礎２ ２

４ ４地学 地学
１理科課題研究

体育 ○ 体育 ○保健 保健7～8 7～8
保健 ○ 保健 ○体育 体育２ ２

２ ２音楽Ⅰ 音楽Ⅰ
２ ２音楽Ⅱ 音楽Ⅱ
２ ２音楽Ⅲ 音楽Ⅲ

美術Ⅰ ○ 美術Ⅰ ○２ ２
２ ２美術Ⅱ 美術Ⅱ
２ ２芸術 芸術美術Ⅲ 美術Ⅲ
２ ２工芸Ⅰ 工芸Ⅰ
２ ２工芸Ⅱ 工芸Ⅱ
２ ２工芸Ⅲ 工芸Ⅲ
２ ２書道Ⅰ 書道Ⅰ
２ ２書道Ⅱ 書道Ⅱ
２ ２書道Ⅲ 書道Ⅲ

３ ２英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 仮称（ ） ○ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎２単位まで減可

２単位まで減可英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 仮称（ ） ４ ３ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ○
４ ４外国語 外国語英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 仮称（ ） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ
２ ４論理・表現Ⅰ（仮称） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ
２ ２論理・表現Ⅱ（仮称） 英語表現Ⅰ
２ ４論理・表現Ⅲ（仮称） 英語表現Ⅱ

２英語会話

２家庭基礎（仮称） 家庭基礎２
家庭総合（仮称） ○ 家庭総合 ○家庭 家庭４ ４

４生活デザイン

情報Ⅰ（仮称） ○ 社会と情報 ○情報 情報２ ２
２ ２情報Ⅱ（仮称） 情報の科学

１理数 理数探究基礎（仮称）
2～5理数探究（仮称）

２単位まで減可 ２単位まで減可総合的な探究の時間（仮称） 3～6 総合的な学習の時間 3～6○ ○

別紙８－３


